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　輸出フローリングは最近非常に需要が増加し、従っ
て生産量も増加しつつあるが、採算上、技術上、疑問
を抱き躊躇する向もあると思われる。その理由として
  1 ）輸出フローリングは歩止りが悪いので、専門加
　　工すれば採算が取れないこと。
　2） 等級別標準規格が国内向と比べ、高度のため、
　　良質原料でなげれば品質、並に形量、規格に合う
　　製品が生産されないこと。
　3） 乾燥程度が厳格なこと。平均長さの制約がある
　　こと、美しい鉋仕上りを要すること。
　大体以上の様な理由でないかと思はれる。
　又床板生産工場で輸出フローリングを生産する時、
その原料を入手する方法として
  1） 吋材のパーケット、ストリップスを使用する。
　2） 吋材の副材を原料として輸出フローリングを生
　　産する床板工場では、国内向床板を生産中に適材
　　を撰別しておく。
　3） 原木から原板を適寸挽にする。
　大体以上の様な方法の中いづれかを取っている様で

である。今回輸出フローリングの製造試験を行い、そ
の歩止りについて調査したので、その結果について報
告する。尚、能率、技術の問題については未だ検討中
なので次の機会にゆずることゝした。

　Ⅰ　試　験　方　法

　機械の配置及び、その概要は第一図及び第一表の通
りである。





試験数量は約5.000呎2を目標とした。
供試用原板は第2表の通りである。
原板乾燥度は13％以下である。

　製造規格は、巾21/2吋、厚さ25／32吋、長さ24吋上、
平均長さ42吋で各工程に於てどの様に歩止りが変って
行くかも巾別に調査した。



　Ⅲ　考　　　察
  1） 製品歩止りに於ては原板巾3吋材が4吋材に比
較して有利であるが、製品長さに於ては4吋材が3吋材
に比して有利である。即ち第3表の輸出不適材とある
のは、乾燥室より横切機にかゝった場合、曲り､反り､小
口割れのため切断され又切断されない迄も、原板の長
さが24吋以上にならないと思はれるものを除外した石
数で、原板の巾が4吋材に比較して3吋材が非常に多
い。併しリップソーに来ると逆に3吋材が歩止りが良
く、4吋材は急に歩止りが悪くなる。これは当然のこ
とであるが、これ迄の工程が全工程中、輸出フローリ
ング製作上の最も問題点となると思はれる、従って加
工前に原板を充分に吟味することが望ましい。又原板
品等規格が同一であっても、それぞれ格差のあるもの

であるから、これが製品に及ぼす影響は極めて大き
い。前述した如く極めて有利な場合と不利な場合とが
あるが、輸出に適さない残りのもの、及び等外品は極
力生産しないことが望ましいが、どうしても生産され
る不適格品（平均長さ42吋のため24吋～25吋等）は受
注契約、例へば平均長さ36吋等によって或程度解決さ
れるものと思う。
　以上調査結果から見れば資料収集に不手際な面が多
く、充分期待に副い得る結果にならず、不充分のまゝ
発表することは遣憾でありますが何らかの参考になれ
ば幸と存じます。
　なお、本調査に当り御協力を戴いた当所大野技師始
め関係の方々に紙面をかりて厚く御礼申し上げます。
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